
「 新たな取り 組み」

「 次に取り 組も う と 思っ ている こ と 」

　 令和 3 年から 甘酒を フ リ ーズド ラ イ にし てキュ ーブ型のお菓子を 作り まし た。 き っ かけは東京で

甘酒を 販売し よ う と すると 送料が掛かっ て、 どう し ても 高く なっ てし まっ たんです。 こ れを 軽く で

き ないかなと 考えた所から でし た。 成分はそのままで水分だけを 抜く フ リ ーズド ラ イ の機械があり

ますよね。 味噌汁と かを フ リ ーズド ラ イ にし ている 。 こ れを 何と かでき ないかと 思っ て、 県の加工

セン タ ーに相談し て、 機械を 買っ て作る こ と ができ たんです。 それでも 製品化には、 半年かかり ま

し た。 部屋の温度と か乾燥時間と かそう いう 設定を 何百通り も 自分で試行錯誤し まし た。

　 米粉で、 いろ いろ な商品を作ろ う と 思っ ています。 米粉に行き 着いたのは、 グルテンフ リ ーです。

今は、 小麦と かに含まれる グルテンでアレ ルギーになる 方が多い。 そう いう 人達が食べても 大丈夫

な米粉を使っ た商品を 作ろ う と 思っ ています。

　 米粉っ て小麦粉の代わり になり ます。 今はご飯を 食べずにパンばっ かり 食べている人が多いけど、

米粉のパンも 美味し いですよ。 他にも ピザやお菓子など、 商品にし たいのはいっ ぱいあり ます。 今、

74 歳ですが 80 歳まで頑張っ ていき たいです！
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「 現在行っ ている こ と 」

「 伊佐米」 美味し さ に秘密

　 お米と ト マト と 甘酒を 作っ ています。 お米は 40 ヘク タ ールの田んぼで、 ト マト は 20 アールのハ

ウスで作っ ています。 私でやっ ていて次男がお米担当、 三男が園芸ハウス担当です。

　 米は “ヒ ノ ヒ カ リ ”を食用と し て作っ ていて、 加工用に鹿児島県が作っ た “さ つま雪も ち ”と いう

も ち米を作っ ています。

　 さ つま雪も ちは、 デン プン が結構入っ ていて、 非常になめら かで、 良いも ち 米。 う ちはそれで甘

酒も 作っ ています。

　 甘酒は、 米を 原料に何か作れないかと 思い、 みんなが元気になれる よ う にと いう 思いで、 5 年前

から 作り 出し まし た。 甘酒は、 朝には元気の素、 夜には美容に良い、 そし て消化吸収に良いと 、 良

い効果がたく さ んです。 私も 週に 4 日飲んでいます。

　 私の父も 米農家で、 昔は各農家で甘酒を 作っ ていまし た。 昔から おやつ代わり や疲れた時に飲ん

でいまし た。 そう ゆう 風習と いう か、 健康や美容のためにです。

　 ト マト は、ハウスを 作っ たのが平成 13 年、今年で約 24 年目になり ます。 ト マト は以前、“桃太郎 ”

と ”アイ コ ”と いう 品種を 作っ ていまし たが、 今年から は全部アイ コ を 作り 始めまし た。 アイ コ が 1

番おいし い、 だから 消費者から の受けがいいです。

　 ト マト の栽培は、 3 年前に水害にあっ てハウスの中が全部ダメ になり まし た。 それから 、 2 年間工

事を し まし た。 土の代わり に管理がし やすいコ コ バッ ク 方式（ ヤシガラ などを 使っ た隔離栽培） を

取り 入れてト マト を 栽培し ています。

　 伊佐は、 鹿児島県内でも 米の作付面積が一番あっ て 、 水が美

味し いです。 それと 昼と 夜の寒暖差がある んです。 寒暖差があ

ると 生育も 良いし 味も 美味し く なり ます。

　 寒く なる と 、 お米自体が凍ら ないよ う に糖分を 作る んです。

だから 、 ずっ と 暖かいと あまり 美味し く ないんです。 伊佐は収

穫の頃には気温が一気に下がっ てく るんですよ。
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